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　まず猛烈な反省をしなければなりませ

ん。平成 30 年の９月に上陸し、日本各地

に甚大な被害をもたらした台風第 21 号。

全国で 14 名の尊い命が失われた中で、滋

賀県内の死者２名ともが東近江市の湖東

地区だったのです。しかも１か所ではな

く別々の場所で起きた悲劇でした。

　私たちは「湖東地区から１人も災害死

者を出さない」をモットーに活動を行っ

てきました。「防災ネットワーク」が発足

したとたんに被害を出してしまったこと

は、残念でなりません。

　さかのぼって平成 28 年、湖東地区のま

ちづくり協議会が大規模なアンケートを

実施しました。そこで「力を入れてほし

いこと」の上位に防災が上がりました。

さらにほとんどすべての自治会が「現時

点での災害への備えは不十分」「10 年後

はもっとできなくなるのでは」と不安を

抱いていることもわかりました。

　安心して暮らせるまちづくりに防災力

の向上は欠かせません。現在ですら不十

分なのを充実させ、将来にわたって持続

させるにはどうすればよいか。両立が難

しい課題を解決するため、翌 29 年にワー

クショップを開いて検討しました。指摘

されたのは、「防災活動のほとんどが自治

会まかせ。自主防災組織を創ってもする

ことかわからず、実際の活動が伴わない

ことが多い」という現状でした。

　そこで各団体がバラバラに動くのでは

なく、知恵と力を合わせていこうという

ことになり、以前からあった「自主防災

組織連絡協議会」の構想が実現に向けて

動き出したのです。

　まず問題になったのが、新組織の形で

した。「自主防災は自分たちが主になって
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行うものだから、上意下達のピラミッド

型ではダメだ」「いや、素人に意見を求め

てもまとまらない。詳しい人がトップか

ら指示を出す方がいい」他にも各自治会

からの代表の選び方と任期、活動内容な

どをめぐって大論争になりました。

　１年かけてまとまったのは、「すべての

構成員が対等につながるネットワーク型

の組織」「まちづくり協議会の防災部会が

事務局を務め、助言を行う」「防災推進員

のポストを作り、選出法は各自治会に任

せる」「任期は原則１年で再任も可」「同

じ避難所を使う近隣自治会で構成される

ブロック単位で活動を行う」等々。規約

は極力シンプルにして、身軽に動けるよ

う工夫しました。

　こうして「湖東地区防災ネットワーク」

は 30 年の春から始動したわけですが、強

制ではなかったにもかかわらず非加入は

１自治会のみで、他にも当地域で防災に

携わる消防団などの団体もすべて参加し

てもらえました。総会にあたる全体会議

で規約が承認され、ブロックに分かれて

の話し合いでは、それぞれの活動方針が

検討されました。

　私たちの湖東地区は、面積 25k㎡・世

帯数２千ほどのこじんまりした田園地帯

です。似たような地形が多いにもかかわ

らず、各ブロックの重点課題は「水害対

策」「地震対策」「協力体制の確立」「防災

意識向上の啓発」「備蓄資機材の拡充」と

分かれました。地域の事情に合わせた活

動を柔軟に行っていくという狙いどおり

になったのです。

　一方で、「最初からとばして拒否反応が

出ては大変」とスローペースでスタート

を切りました。冒頭で述べた台風被害は、

それが裏目に出たことになります。この

教訓を胸に刻みつつ、２年目となる令和

元年では、研修会や防災先進地見学など

本格始動をめざして各ブロックがしのぎ

を削っています。今後は合同訓練や備蓄

品の共同購入も企画していく予定です。

　こうしたやり方が、持続可能な防災シ

ステムの構築につながるかはわかりませ

ん。試行錯誤を重ねながら、少子高齢化

の時代にも安心して暮らせるまちづくり

をめざして、前に進んでいきたいと考え

ています。二度と災害による死者を出さ

ないために。
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４ 試行錯誤の旗揚げ

自主防災組織災害対応訓練「イメージＴＥＮ」を体験 防災先進地を見学




